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中央合同庁舎4号館 共用108会議室（1階）  

議 事 次 第  

○ 議 事  

次世代育成支援のための新たな制度体系の設計について   

・病児・病後児保育について 等  
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なぜ病児保育は広がらないのか？   

～両立しづらい日本の象徴～  
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自己紹介   



問題意識   



病児保育問題を解決できまいか   



病児保育とは   



実態①ニ 病児保育の ーズの高さ  
出所：インターネット総合調査（マクロミル）2002年  

仕事と育児の両立で最も悩むことlま？  

子どもの病気で遅刻や欠勤をすることがあり  

周囲に迷惑をかけてしまう  

自分の時間が持てない  

子どもと過ごす時間が少ない   

子どもが病気の時でも他人に預けなければならない  

残業ができない  

残業で子どもを迎えにいくのが遅れる  

重要な仕事を任せてもらえない  

その他  

特にない  3％   



病児保育の実態①ニ ーズの高さ  
出所：野村総研2006年  
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実態①ニ 病児保育の ーズの高さ  
出所：厚生労働省2000年   



病児保育とは②  
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こどもレスキューネットモデル回  

周  l ■，亡≡．．＿慶▲▲．▲－＿  

；医療的指示i  

提携小児科医   
・博幸盲モ痙顧著ゐ古妻1  

：でのお預かりに′くトン！  



共済型モデル  

1時間いくら、では相当高額  

に応じた月会費を掛け捨て  

使わなければ月会費が下がり」使えば上がる自動車保険方式  
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現状の問題点（3つの問題）  

施設補助金の問題  

一補助金が少なすぎる  

施設委 託対象の問題  

一小児科が直接運営する限界  

非施設型の問題  

一ファミサポではできない   



補助金の問題  
●09年度（改定前）病児保育施設補助（※病後児保育は更にこれ以下）  

50人～199人  

200人～399人  

400人～599人  

600人～799人  

800人～999人  

1′000人～1′199人  

1′200人～1′399人  

1′400人～1′599人  

1，600人～1′799人  

1′800人～1′999人  

2′000人～  

200万円  

480万円  

700万円  

920万円  

1′120万円  

1′320万円  

1′520万円  

1′720万円  

1′920万円  

2′120万円  

2′320万円   



補助金の問題  
●09年度（改定後）病児保育施設補助（※病後児保育は更にこれ以下）  

10人～49人  

50人～199人  

200人～399人  

400人～599人  

600人～799人  

800人～999人  

1′000人～1′199人  

1′200人～1′399人  

1′400人～1′599人  

1′600人～1′799人  

1，800人～1′999人  

2′000人～   

㈲  



委託対象の問題  

病児保育施設の場合、6割近くが「医院併設  
型」で自治体から医院への委託  

しかし医院は大変な事業を受けたいとは思わ  
ない⇒広がらない  

とはいえ保育園主体の病後児保育は稼働率  
が低く、無駄が多い   

●  



非施設型の問題  

現状はファミサポに180万円を付けて病児保育を  
する方向性  

しかしファミサポと病児保育は預かりの難易度、  ●  

りが大きく、機能しないこと  間など隔   

かつ補助額が小さすぎ、専門的な体制を敷けな  
い   



厚生労働省にして頂きたいこと  

1．補助テーブルの見直し   
・基礎補助と成果補助の2段階は継続  

■平均を超えたら840万円以上に   

・立ち上げ初年度は定額支給  

立ち上げ初年度は認知度も低く、オペレーションの確立が優先  

2．委託対象の見直し   
・「再委託可能なこと」を明示化   

・医院に直接運営以外の選択肢が誕生   

t組合／企業という切り  
重  

3．ファミサポからシッタ一会社／NPOへ  
ワァミサポは非施設型の主体にはなり得ず   

・既にたくさんいるベビーシッター会社／子育て支援NP‘○を非施設  
型病児保育の担い手に  

・病児保育バウチャー（千代田区）に類する施策を  一   



補助テーブルの見直し  

●基礎補助  ●成果補助  

事業者の自由  300万円  
（1万円／坪×25  

坪×年間）  

50人～199人  

200人～399人  

400人～599人  

600人～799人  

800人～999人  

1′000人～1′199人  

1′200人～1′399人  

1′400人～1′599人  

1′600人～1′799人  

1′800人～1′999人  

2′000人～  

100万円  

500万円  

700万円  

900万円  

1′100万円  

1′300万円  

1′500万円  

1′700万円  

1′900万円  

2′100万円  

2′300万円  

彗礎補助は衰賃相当  

分のみ（人件費分は  

成果で稼ぐ）  

、  ■                               ▼                                                                              t 稼働率50％正空間   



補助テーブル（フローレンス案）  

10人～49人  

50人～199人  

200人～399人  

400人～599人  

600人～799人  

800人～999人  

1′000人～1′199人  

1′200人～1′399人  

1′400人～1′599人  

1′600人～1′799人  

1′800人～1′999人  

2′000人～   



フローレンス試案の有効性  

・厚労省改定後案では補助額の3割カットになってしまう  

・フローレンス試案では08年度と同程度で実施可能  

517，200，000 332，200，000 380，650，000 514，000，000   



その他追加ルール  

開設初年度は国定方式（840万円）。次年度  
以降に成果連動  

2年連続預かり数50名以下の場合は委託金  

なしに  

一理由：50名以下の預かりは、事業者の怠慢か   
ニーズの低いエリアだと考えられるため  

一理由：ニーズが低いエリアの場合、 施設よりも非   
施設型 の方がコストパフォーマンスが高いため   



施設委託対象の見直し  

現状では施設の委託は「医院」か「病院」か「保育  

所」の運営主体が専ら  

彼らは病児保育の専門家ではなく、運営のハードル  
は高い  

ゆえに、運営対象を上記主体以外にも「NPO」・「企  
業」・「ワーカーズコープ等協同組合」にも広げ、再  
委託可能なことを明文化する  

新主体は医院や病院などの人件費水準と異なるた  
め、運営のハードルは下がり、参入を促進できる  

●  

●  

己くっ   



体的に  目  
J■ ヽ   

現状（病児病後児保育事業実施要綱）  
－2条事業実施主体   

●詐壷壊賭拙若里兜含む0以下同じ0）又は市町  

フローレンス試案（病児病後児保育事業実施要  
綱）  

－2条 事業実施主体  
以下同じ。）又は市町  

－
 
 
一
 
 

矧
 
 

特
 
 

（
 
 

含
社
 
障
人
 
A
 
 
 

輔 
0
手
 
む
会
 
 
 

体  ・実  主
適
会
 
 

村
株
 
 
施
が
式
 
 
 

た
る
 
 

Ⅷ
 
 

祉法人、NPO法人、  法
 
 

療
 
 

医
○
 
 

切
 
 

●鵠借娼酢富子職員莞礎苧 鷺補助、あるい   



具体的事例（まちかど保健室しながわ）  

全国初  
■
l
●
 
 

NPOと医院の強みを生かした病児保育モデル（09年7月1日オープン）   



ファミサポからベビーシッター企業／N  

POの活用へ  

病児保育は専門性の高いスタッフがしっかり  
とマネジメントを行わねば事故につながるた  

め、ファミサポのそもそもの思想「善意による  
マッチング」では対応できない  

マネジメント体制を作ろうにも、年180万円で  
は構築不可能  

ファミサポではなく、既存のベビーシッター企  
業や一時保育NPOが参入できるスキームを  
作った方が効果的   

●  

●  

・－、   



病児保育バウチャー  

利用した際に、利用料の一部を補助する仕  
組み（必ずしも紙でなくて良い）  

東京都千代田区が09年5月20日から、病児  
保育バウチャーを開始  

固定費がかからず、使った分のみの支払い  
になるので、補助金総額は減額できる  

予算オーバーになる可能性も否定できない  

が、あまり大きな額にはならない（地区ごとに  
大体の予想は可能。）  

30   



第27回社会保障審議会   

少子化対策特別部会  資料1－2  

平成21年9月30日  

∈∋ 太 鑑 拶乳 妾片 親  2007年（平成1  9年）4月18〔ヨ  
（水深臼）   

【象三明構認可】   
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い
る
。
 
（
水
庫
私
書
 
 

◇
 
 
 

手
写
J
支
援
に
カ
を
瞳
ぐ
 
 

自
治
体
に
笈
き
、
民
間
の
取
 
 

り
組
み
を
紹
介
す
る
。
 
 

耶相即l癌  l瑚脚孤皿l欄間Ⅶ闇掛川脚l鼎闇耶紳l射鼎刷M掴肌肌職皿m珊瑚抑研抑瞞欄岨肌耶l郡膵伽脚冊欄Ⅰ珊耶膵棚皿肌耶Ⅷ㈹甘憮  J払仙協朗  

20P7年04月18日 日本経済新聞朝刊拝見子育て支援  

′…   病児保育は子育て家庭の新しいライフラインです http：／／f］orence・Orjp   
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午
後
五
時
に
は
州
宅
し
て
l
 
 

時
間
子
ど
も
姦
び
、
夕
食
・
 
 

入
浴
・
就
畷
も
子
ど
も
と
一
捧
 
 

－
－
。
高
羞
貰
震
店
で
業
 
 

轟
当
覆
長
の
内
山
勘
一
苫
 
 

ん
（
警
は
昨
年
二
カ
月
間
、
 
 

育
児
で
耀
時
間
窒
甲
じ
 
 

巧
琴
享
の
縫
生
に
▲
打
電
 
 

ま
ず
暦
諜
畷
を
取
得
p
そ
の
 
 

後
は
早
帰
り
し
て
芋
γ
も
た
ち
 
 

毒
話
し
ち
 
 
 

した始3回「にっけい子育て支援大賞」p表彰式  

が28日、東京郡内のホテルで開かfLる。受賞した  

9つの企業、地方自治体、鯛団体の取り組みか  

らは少子に挑み、さらには乗り越え慕うとする積  

極性がうかがえる。   

子育て支援を変革の足場に－－。子育て中の女  

性にとどまらす、男性のせき方まで含ゆた見直し  

のきっかけとして子育て支線をとらえる企業が増  
えてきた。男女を問わず、働さやすく休みやすい  

環境づくりは将来の活力の源泉だ。2（雌年に実施  

彗
星
で
は
一
子
に
つ
き
十
 
 

日
間
有
給
で
育
児
休
騒
を
取
れ
 
 

る
。
長
女
が
生
ま
れ
て
か
ら
し
 
 

ば
ら
＜
し
て
取
っ
た
育
造
 
 

の
時
は
「
子
ど
も
と
睾
 
 

ぐ
っ
と
締
ま
っ
た
」
と
感
じ
た
「
 
 

矩
時
㈹
勤
警
彗
l
爪
－
荘
の
 
 

年
功
琴
丘
く
仕
薫
 
 

育
芸
っ
た
が
、
千
ど
も
畠
 
 

ご
せ
る
楽
し
み
巷
実
感
で
き
た
 
 

と
い
う
。
 
 
 

み
轟
ぎ
せ
続
け
て
い
る
。
 
 
 

昨
年
は
広
簿
価
勤
務
制
度
を
 
 

肇
、
壷
の
多
か
っ
た
小
学
 
 

墓
丁
年
董
卓
持
つ
従
 

♯
貝
に
裏
書
広
げ
ち
 
 
 

「
働
き
方
の
監
毒
く
こ
 
 

と
は
生
牽
性
の
向
上
に
つ
な
が
 
 

る
」
 
（
春
田
‡
覆
・
資
生
生
 
 

川
費
業
）
。
賢
生
生
は
ワ
ー
ク
 
 

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
 
 

括
の
鋼
和
）
に
向
け
た
取
り
組
 
 

二
（
H
）
七
年
の
日
本
の
合
計
特
 
 

殊
出
生
率
（
一
人
の
女
色
蓋
 
 

に
産
む
と
推
定
さ
れ
垂
ナ
ど
も
の
 
 

数
）
は
一
ユ
ニ
昭
〇
五
年
の
一
 
 

二
天
塩
席
に
こ
年
嘉
で
上
昇
 
 

し
て
い
る
が
、
璧
積
向
に
 
 

柑
止
め
が
か
か
っ
た
と
は
い
え
な
 
 

い
。
折
か
ら
の
藍
遥
化
の
取
巻
 
 

畠
愈
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

少
子
化
へ
の
萎
ま
っ
 
 

た
の
巧
一
丁
五
七
蓋
し
た
 
 

一
九
八
九
年
以
巧
 
「
ひ
の
え
う
 
 

ま
」
に
よ
る
一
時
的
な
落
ち
込
み
 
 

（
さ
ハ
年
の
丁
五
八
）
を
下
回
 
 

り
、
「
丁
五
七
シ
ョ
ッ
ク
」
と
 
 

い
う
青
葉
も
生
ま
れ
馬
 
 

企
業
、
短
時
間
勤
務
な
ど
柔
軟
に
 

併
せ
て
、
短
時
間
勤
鉢
巻
取
得
 
 

中
豊
専
を
伴
一
つ
兵
劾
 
 

の
対
象
外
と
す
る
な
ど
ガ
イ
ド
 
 

ラ
イ
ン
を
設
け
、
勧
♯
草
す
く
 
 

休
み
や
す
い
妻
を
整
え
て
い
 
 

る
。
 
 

二
〇
〇
三
年
に
は
事
業
所
内
 
 

蔓
〇
七
年
に
は
 
 

店
頸
で
働
く
美
容
部
員
が
糎
時
 
 

間
勤
務
す
為
合
に
代
替
蓼
頁
 
 

を
送
る
制
度
を
全
国
で
始
め
 
 

対
策
も
相
次
い
で
打
萎
れ
 
 

た
．
九
一
年
に
脅
児
休
業
法
が
剃
 
 

足
さ
れ
、
九
四
年
に
は
保
貢
の
 
 

慕
な
萎
ん
だ
「
エ
ン
 
 

ゼ
ル
プ
チ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
。
 
 

た
だ
菰
¶
帯
を
中
心
に
票
は
 
 

な
お
不
足
が
ち
で
女
性
が
仕
事
 
 

塞
か
の
遥
耶
を
迫
ら
れ
る
こ
 
 

と
は
今
も
少
な
く
な
い
。
 
 
 

〇
五
年
か
ら
は
、
大
著
自
 
 

治
体
に
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
 
 

の
行
動
計
両
要
が
養
移
付
け
ら
 
 

社
会
全
体
で
の
支
擾
急
務
 
 

花
社
内
か
ら
は
「
子
ど
も
左
 
 

持
つ
こ
と
に
迷
い
が
な
く
な
っ
 
 

た
」
な
ど
の
声
が
出
て
い
る
と
 
 

い
■
つ
。
 
 
 

「
制
度
を
つ
く
っ
て
も
使
わ
 
 

れ
な
く
て
は
憲
嫌
が
な
い
j
（
藤
 
 

田
州
孝
ソ
ニ
ー
暮
霧
執
行
役
良
 
 

S
V
F
）
J
ソ
ニ
1
で
は
膏
児
 
 

毎
春
に
月
額
五
万
円
を
支
給
 
 

し
て
い
る
。
逗
の
取
得
 
 

離
は
女
性
で
ほ
ぼ
一
8
％
に
 
 

子どもが生まれた稚に町鼻白らが祝い金毒  
手憲一（■最期士町）  れ

た
。
特
に
企
業
が
、
働
く
女
性
 
 

へ
の
阿
立
支
世
の
み
な
ら
ず
、
男
 
 

性
の
撃
方
の
慶
し
も
含
め
だ
 
 

幅
広
い
対
策
を
考
え
る
き
っ
か
け
 
 

に
な
っ
た
。
悪
蛋
爪
が
巌
れ
た
企
 
 

書
定
す
る
制
度
も
〇
七
年
に
 
 

始
ま
っ
た
。
た
だ
、
ま
蓋
葉
 
 

亭
心
に
し
た
一
帯
に
と
ど
ま
っ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
哀
況
を
受
け
、
「
に
 
 

っ
け
い
子
育
て
毒
大
貫
」
は
〇
 
 

六
年
に
創
設
さ
れ
た
。
日
本
益
講
 
 

ように来る欄子もいる  

地
方
塵
で
蔓
し
た
山
 
 

形
県
東
根
市
と
島
根
黒
海
士
 
 

（
を
誉
町
は
子
育
て
支
要
 
 

毎
に
打
ち
出
す
こ
と
で
地
 
 

域
昏
花
に
成
功
し
た
。
 
 
 

東
根
市
は
一
カ
所
で
は
と
ん
 
 

ど
の
子
†
て
サ
ー
ビ
ス
臭
け
 
 

ら
れ
一
旬
六
弧
施
設
「
さ
く
う
ん
 
 

ぽ
タ
ン
ト
グ
ル
セ
ン
タ
ー
L
を
 
 

二
〇
〇
五
年
書
に
粥
兼
。
県
内
 
 

で
は
「
子
育
て
す
る
な
ら
蕉
」
 
 

と
の
口
コ
ミ
が
広
が
り
、
間
辺
 
 

自
治
体
か
ら
の
流
入
な
ど
で
人
 
 

口
は
五
年
前
よ
り
丁
五
％
増
 
 

え
た
．
 
 

海
士
町
の
出
善
美
碇
 
 

増
え
て
い
る
。
町
長
は
畠
 
 

役
（
蔀
町
長
）
、
政
市
煮
や
 
 

達
し
、
男
性
も
毎
年
散
人
蔓
 
 

が
取
得
し
て
い
る
。
 
 

一
考
育
児
休
職
を
希
皇
し
 
 

な
い
社
風
に
は
嘉
で
二
十
日
 
 

間
の
青
鬼
休
撃
方
呈
し
て
い
 
 

る
。
男
性
杢
m
T
小
に
有
資
格
者
 
 

の
七
削
が
制
窓
用
し
て
い
 
 

る
と
い
う
。
 
 

悪
人
企
業
の
肇
み
る
と
 
 

徽
く
覇
鞋
の
嘉
が
少
し
ず
つ
 
 

変
わ
っ
て
き
た
こ
と
登
っ
か
が
 
 

優れた施策・取り組み連出  

活力維持へ機運高める  自治体、地域を活性化  
の
曙
刀
姦
持
し
、
豊
か
な
社
会
 
 

を
築
い
て
い
く
に
は
、
社
会
全
体
 
 

書
て
を
支
穫
す
る
覆
蓋
 
 

え
る
必
衰
が
あ
る
。
民
間
A
尭
、
 
 

男
自
治
体
、
民
Ⅶ
屡
・
住
民
 
 

グ
ル
ー
プ
な
ど
轟
な
レ
ベ
ル
の
 
 

取
り
組
み
を
総
合
的
に
響
賓
．
優
 
 

れ
た
姦
策
に
「
大
声
j
轟
り
、
 
 

少
子
に
挑
む
機
運
を
盛
り
上
げ
 
 

る
。
 
 
 

夢
二
回
の
〇
八
年
は
こ
百
一
件
 
 

の
応
募
が
あ
り
、
小
競
偉
一
A
郎
、
 
 

国
堅
仝
丁
理
事
長
を
委
と
す
 
 

る
七
人
の
霊
苦
会
に
よ
る
厳
 
 

正
な
審
査
の
給
果
克
つ
の
企
雫
 
 

自
治
体
、
民
間
団
体
が
爵
資
し
た
。
 
 

町
準
掌
の
車
力
ッ
ト
で
 
 

生
み
出
し
た
琴
出
産
祝
 
 

い
金
や
雲
一
字
以
降
の
簑
 
 

の
鎚
同
化
な
ど
子
育
て
毒
に
 
 

充
て
壷
だ
。
 
 
 

看
て
嘉
に
あ
た
る
特
定
 
 

非
替
利
叢
人
（
Ⅳ
P
O
法
 
 

△
の
存
在
も
大
き
い
。
昭
和
 
 

女
義
母
体
の
N
P
O
昭
 
 

和
（
責
・
世
田
谷
）
は
壷
 
 

藩
学
育
て
毒
設
の
運
営
 
 

墓
じ
て
地
域
と
行
政
 
 

左
つ
蓋
馴
を
果
た
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

肩
児
保
育
惹
け
る
フ
ロ
 
 

ー
レ
ン
ス
（
東
京
■
新
村
）
は
 
 

昨
年
、
サ
ー
ビ
ス
の
対
敦
地
域
 
 

を
東
軍
一
＋
l
ニ
区
に
拡
大
し
 
 

花
全
欝
に
は
他
の
N
P
O
 
 

や
碓
祉
団
体
に
対
し
て
屑
児
俣
 
 

胃
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
左
始
 
 

め
る
な
ど
一
段
と
活
動
の
幅
左
 
 

広
げ
て
い
る
。
 
 

え
る
。
ソ
フ
ト
開
発
会
社
の
サ
 
 

イ
ボ
ウ
ズ
は
〇
七
年
に
斬
搭
 
 

確
暗
闇
を
限
定
し
た
ラ
イ
フ
 
 

重
視
の
人
事
制
度
を
導
入
し
 
 

ち
現
賀
正
社
員
の
約
六
％
 
 

に
あ
た
る
十
二
人
ガ
利
用
す
 
 

る
。
】
2
三
人
は
楓
桂
だ
。
 
 

金
殿
茶
壷
か
ー
最
め
て
安
 
 

寧
し
た
オ
リ
ッ
ク
ス
で
は
〇
大
 
 

牢
か
ら
始
め
た
在
宅
動
鍔
制
度
 
 

毒
時
平
均
し
て
玉
＋
人
前
 
 

扱
が
利
用
し
て
い
る
点
い
っ
た
 
 

ん
遼
寧
）
蔓
鼠
の
東
風
 
 

畳
で
は
正
社
最
と
し
て
の
 
 

復
帰
の
道
も
広
け
て
い
る
。
 
 

7時退社を励行／年12日の乳児期有給／子どもの医療費無料   

蝕立から3年。少子化に立ち  
向かう横道が社会全体で高まって  
おり、脚・団体の少子化対  
策の充実は目貫ましい。受貧こそ  
逃したものの、先進的な二取り組み  
が審査委員余で高く評価された応  
募金策・団体も多かっb   
大和証券グループ本社は始末茂  
晴社長自らがCWO（チーフ・ワ  
ークライフバランス・オフィサー）  
を各乗り、トyプダウンで鵬改  
革に努めている。畏時間労働を是  
正するために2007年6月から勤務  

自治体部門で番い評価を受けた  
の隠岐阜最高Ⅷ市。舶削減など  
行政改革で8億5㈹0万円の経貴を  
削減。それを子育て支緩策に集中  
投資し、子どもの医熱賛無料化や  
第3子以降の保育■t幼稚園無料  
化なとを実現した。最終的には同  
様の経済支鮒こ取り組み、出生率  
の回復が著しい島根黒海士町が大  
貫を受賞したが、財脚が厳し  
い折、白捨鉢がいかにして子育て  
支捜に取り組めばよいのか、一つ  
のモデルケースを示している。  

勤法人（NPOI主人）フ7サーリ  
ング・ジャパン（東京■文京）と  
NPO法人わははネット（高松市）  
を推す声も強かったぅ「子育てパ  
パカ鮭」を主催するなと父親の  
子育て夢加を蘇えるファザーリン  
グ・ジャパンと、タクシー会社と  
手を組んで乳幼児遅れでも利用し  
やすい「子育てタクシー」め普及  
に努めるわははネットは、いずれ  
も従来見られなかった子育て支援  
の仕組みで、当事魯ならではの発  
想を生かした好例だ。  

だ。「One to Oneサポート」モ  

掲げて相談窓口を取払社員一人  
ひとりの悩みや相談に担当者がき  
め細かく答える。   
地方企業でありながら宮地電機  
（高知市）も、受賞企黎に準ずる  
評應を得た。曾児休業中の社員に  
月5万円の育児支援金を支給する  
はか、男性社員の育児鯵加を促す  
ために乳児靭有給㈱を年12日付  
与するなどユニークな施策が自を  
引く。   
民間団体部門でIま特定非営利清  

日の午後7時退社を励行。今では  
ほぼ全支店で実現できたという○   
ベネッセら－ボレーションは育  
児休業中に社員の収入が管しく減  
少しないように07年反に休黎の当  
初3虚聞を有線とする制度をづく  
った。男性社員19人が汀休を取得  
するなど成果ふ上がり、Dお年置か  
らは有給期閻を当初3カ月へと拡  
充q社員ニーズに柔軟に対応する  
姿勢が委員の関心を集めた。   
制度を利用しやすい環境づくり  
に取り組むのは旭化成グループ  

2009年1月28El日本経済新聞  

病児保育は子育て家庭の新しいライフラインです http：／／f］orence・OrJp   



住まい  

夢
の
子
育
て
マ
ン
シ
ョ
ン
 
 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
保
育
所
に
幼
稚
盟
、
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
広
場
ま
で
、
 
 

し
か
も
場
所
は
都
心
の
－
等
地
、
な
の
に
家
賃
は
割
安
。
そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
…
‥
。
 
 
 

幼
稚
園
と
保
育
所
の
二
件
碓
設
、
子
 
 

供
が
安
心
し
て
遊
ぺ
る
広
場
、
そ
し
て
 
 

急
病
時
に
税
れ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
ヤ
ー
且
 
 

つ
け
る
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ま
で
が
あ
 
 

る
。
な
の
に
家
賃
は
地
域
相
場
よ
り
も
 
 

安
い
。
そ
ん
な
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
が
2
 
 

0
1
0
年
、
都
心
に
建
つ
。
 
 
 

東
京
都
が
、
民
聞
事
業
者
を
活
用
し
 
 

て
中
央
区
の
都
督
団
地
跡
地
に
賃
す
 
 

t
 
 

る
子
育
て
支
援
マ
ン
シ
ョ
ン
「
勝
ど
き
 
 

一
丁
邑
地
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
 
 
 

5
0
n
O
平
方
メ
ー
ト
ル
の
十
他
に
 
 

伯
騎
虎
て
の
タ
ワ
ー
型
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
 
 

ン
 
（
5
5
1
戸
）
を
建
て
、
1
～
3
階
 
 

マンションの苛写  
真。住民は戎賃を  
かちときGROWT  
H TOl〃Nに納め、  
ここが定期借地孝琴  
を東京都に支払う。  
借地羽は与2憶  
2ア00万円を予定  

ま
で
は
地
域
活
性
ヤ
√
育
て
支
援
地
設
 
 

を
入
居
さ
せ
る
。
〓
停
ま
で
の
低
層
階
 
 

1
0
0
戸
を
子
育
て
世
代
に
貸
し
出
す
′
 

保
育
N
P
O
と
連
携
 
 
 

子
育
て
支
按
施
設
は
幼
紙
何
と
促
育
 
 

所
を
一
元
化
さ
せ
た
認
定
こ
ど
も
阿
や
 
 

屋
外
広
場
、
小
犯
科
と
眼
科
、
歯
科
を
 
 

併
設
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
な
ど
。
 
 

こ
ど
も
幽
で
は
朋
7
暗
か
ら
夜
1
0
時
ま
 
 

で
の
延
長
促
音
の
計
画
を
予
定
‖
熱
が
 
 

あ
る
ト
供
を
預
か
る
、
荊
児
保
育
宅
も
 
 

併
設
さ
れ
て
い
る
。
家
賃
は
5
5
平
方
メ
 
 

ー
ト
ル
の
2
L
D
K
で
月
額
1
3
方
円
程
 
 

度
。
都
心
の
ど
其
ん
中
の
耕
発
と
し
て
 
 

は
割
安
で
、
伐
り
の
約
4
5
0
戸
よ
り
、
 
 

約
3
割
安
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 

「
都
心
国
棉
で
賀
区
内
に
大
蕪
マ
ン
 
 

シ
ョ
ン
が
次
々
と
建
埜
き
れ
て
い
る
が
、
 
 

ナ
供
を
持
つ
家
庭
に
と
っ
て
は
手
が
届
 
 

か
な
い
高
額
の
物
件
も
多
い
。
都
心
で
 
 

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
作
る
に
は
ど
 
 

う
し
た
ら
よ
い
か
け
家
賃
面
と
設
備
面
 
 

で
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
斐
だ
と
考
え
、
民
 
 

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
マ
ン
シ
ョ
 
 

ン
作
り
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
 
 

寵
菰
甫
整
博
捜
 
 
 

未
就
学
氾
虫
が
い
る
家
艇
が
人
膚
対
 
 

象
で
、
借
家
期
間
は
1
0
年
葺
″
よ
り
 
 

多
く
の
子
育
て
世
幣
を
毒
す
る
た
め
、
 
 

一
貯
卜
の
子
供
が
瓦
招
致
育
を
終
√
し
 
 

た
時
点
で
、
更
新
を
打
ち
切
る
り
 
 
 

都
は
7
0
年
の
定
期
借
地
権
で
十
地
を
 
 

持
L
出
L
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
と
運
営
 
 

は
、
■
た
7
ル
ー
プ
の
巾
か
ら
コ
ン
ペ
で
 
 

選
ば
れ
た
「
か
ち
ど
き
じ
R
O
W
T
‖
 
 
 

T
n
・
W
N
」
が
行
う
ー
民
間
デ
ィ
ベ
 
 

ロ
ッ
パ
ー
の
束
点
建
物
を
代
衣
と
す
る
 
 

グ
ル
ー
プ
で
、
都
内
で
病
児
保
育
を
行
 
 

う
N
P
O
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
が
参
加
 
 

L
て
い
る
）
都
と
企
業
、
N
P
り
が
手
 
 

を
組
み
、
子
育
て
を
支
按
L
て
い
く
試
 
 

み
だ
り
 
 
 

「
7
r
育
て
藷
設
の
充
実
と
、
子
育
 
 

て
慮
N
P
O
が
朝
棒
的
に
運
営
に
か
 
 

か
わ
り
、
地
域
性
屁
と
と
も
に
手
管
て
 
 

を
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
た
 
 

こ
と
が
、
評
価
の
哩
山
で
す
」
〔
同
）
 
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
マ
ン
シ
ョ
ン
完
成
 
 

後
に
事
務
所
を
故
地
内
に
移
し
、
地
域
 
 

交
龍
の
た
め
の
子
育
て
広
場
と
多
口
約
 
 

ス
ペ
ー
ス
、
病
児
保
育
宅
の
蕃
に
か
 
 

か
わ
る
‖
同
辺
に
住
む
子
供
た
ち
に
開
 
 

放
す
る
子
育
て
広
場
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
 
 

が
常
即
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

が
ん
セ
ン
タ
ー
の
家
族
も
 
 
 

ま
た
、
近
隣
の
電
路
加
国
際
柄
院
や
 
 

田
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
入
院
す
る
子
供
 
 

の
家
族
の
た
め
の
宿
泊
施
般
の
制
昏
も
 
 

計
両
し
て
い
る
′
二
斬
新
な
発
想
り
ド
 
 

P
O
法
人
に
上
る
地
域
交
流
の
企
画
も
 
 

期
待
で
き
る
」
と
、
コ
ン
ペ
審
青
 
 

息
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
た
が
ィ
ン
ト
 
 

だ
。
 
 
 

地
一
．
几
の
子
供
た
ち
も
小
鰭
に
並
べ
る
 
 

よ
う
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
階
広
場
は
 
 

地
域
に
開
放
す
る
。
ロ
指
す
の
は
居
住
 
 

者
と
通
常
の
住
民
が
、
と
も
に
支
え
あ
 
 

っ
て
子
育
て
で
き
る
空
間
だ
。
地
元
有
 
 

志
に
よ
る
自
警
団
の
計
画
も
克
て
て
い
 
 

る
い
地
域
の
R
こ
そ
が
一
番
の
防
犯
対
 
 

壌
に
な
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
く
l
 
 
 

「
塀
や
防
犯
カ
メ
ラ
よ
り
も
、
人
の
日
 
 

が
常
に
あ
る
こ
と
っ
住
民
が
地
域
へ
の
 
 

参
画
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
罪
の
抑
 
 

止
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
（
フ
 
 

ニ
ュ
ざ
d
け
へ
ト
 
 

ロ
ー
レ
ン
ス
代
表
駒
崎
弘
樹
さ
ん
）
 
 
 

完
成
は
3
年
後
を
予
定
し
て
い
る
。
 
 

そ
の
た
め
一
般
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
 
 

は
ま
だ
は
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
人
江
 
 

戸
線
防
ど
き
駅
か
ら
徒
歩
2
分
と
い
う
 
 

超
好
」
仇
地
U
 
l
都
心
に
住
み
た
い
が
、
 
 

家
焦
が
…
…
」
と
悩
む
子
育
て
カ
ッ
プ
 
 

ル
に
と
っ
て
は
、
見
逃
せ
な
い
物
件
に
 
 

な
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
支
嬢
施
設
は
マ
 
 

ン
シ
ョ
ン
住
民
で
な
く
て
も
利
用
で
き
 
 

る
が
、
こ
れ
だ
け
何
で
も
そ
ろ
う
と
、
 
 

ナ
供
は
学
校
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の
往
復
で
 
 

生
活
が
完
結
し
て
し
ま
わ
な
い
か
。
懸
 
 

念
に
対
し
て
、
東
京
建
物
は
、
 
 

「
そ
も
そ
も
都
心
に
は
、
′
丁
供
が
走
り
 
 

回
れ
る
秘
所
が
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
 
 

ウ
ー
リ
ー
⊥
 
 

都
心
で
子
育
て
す
る
こ
と
を
陪
排
し
て
 
 

し
一
そ
つ
埋
山
に
な
っ
て
い
る
り
子
供
が
 
 

安
心
し
て
遜
ぺ
る
欝
ぜ
確
保
L
、
そ
 
 

し
て
そ
の
場
所
を
塀
で
期
わ
ず
開
放
す
 
 

る
じ
近
所
の
手
放
た
ち
恵
ま
れ
る
よ
 
 

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
新
し
 
 

い
入
関
関
係
が
年
ま
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
 
 

の
外
に
も
ロ
が
向
く
よ
う
に
な
っ
て
い
 
 

く
の
で
は
な
い
か
」
 
 
 

と
‥
言
っ
て
い
る
。
 
 

‖
ヽ
 
 

ラ
イ
タ
ー
朴
 
析
梨
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仕事・生活の両立支援  

一
…
≡
三
≡
 
喜
…
≡
ニ
↑
≡
…
ニ
…
…
…
＝
享
≡
…
…
≡
≡
＝
董
喜
至
…
≡
二
妄
≡
≡
≡
≡
≡
妻
≡
≡
き
 
≡
＝
一
 
 

特
l
菜
営
利
活
動
法
人
（
N
P
O
法
人
）
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
豪
雪
中
央
）
は
仕
事
と
子
育
て
な
 
 

ど
の
琴
り
し
を
両
立
す
去
ヲ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
乗
り
出
 
 

し
た
仁
東
京
都
品
川
区
か
ら
委
託
を
受
け
、
同
区
の
中
小
企
業
を
対
象
に
璧
讐
晶
め
た
。
将
来
は
他
 
 

区
の
企
業
か
ら
も
受
託
し
、
事
例
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
全
国
の
企
業
に
導
入
左
促
す
ゥ
 
 

ま
ず
品
川
区
で
中
小
対
象
に
 
】
 
 

品
川
区
内
で
の
コ
ン
サ
ル
 
 

テ
ィ
ン
グ
は
、
区
が
か
か
っ
 
 

た
費
用
を
負
担
し
て
、
区
内
 
 

の
中
小
企
業
が
フ
ロ
ー
レ
ン
 
 

ス
か
ら
指
導
を
受
け
ら
れ
る
 
 

仕
組
み
。
第
二
号
と
し
て
、
 
 

食
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
 
 

ー
で
あ
る
吉
村
紙
業
へ
の
指
 
 

導
を
始
め
た
ゥ
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
従
業
員
か
ら
も
話
を
聞
き
、
仕
撃
と
笠
伯
の
 
 

調
和
に
向
け
た
改
善
策
を
提
案
す
る
（
束
苧
＝
m
）
 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
鞍
妄
見
つ
り
だ
し
、
組
織
の
改
 
 

は
、
ま
ず
経
営
陣
か
ら
綻
営
 
 

方
針
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
 
 

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
考
え
方
 
 

な
ど
を
聞
き
取
り
、
現
場
の
 
 

従
業
員
か
ら
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
 
 

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
ウ
部
 
 

署
ご
と
に
仕
事
の
進
め
方
 
 

や
、
労
働
実
警
把
琴
南
一
 
 

立
の
障
害
と
な
っ
て
問
琴
竺
 
 

妄
取
り
や
す
い
動
隻
腕
策
の
 
 

編
、
業
搭
の
見
直
し
、
勤
棺
 
 

制
度
の
投
票
杖
ど
に
つ
▼
い
て
 
 

提
案
す
る
「
 
 
 

具
体
的
に
は
、
繁
閑
期
の
 
 

仕
警
社
平
準
化
し
て
残
業
時
 
 

問
を
減
ら
ト
て
い
ノ
≧
丁
茫
 
 

や
、
育
児
・
介
護
休
業
制
度
 
 

整
備
な
ど
を
ア
ド
ペ
イ
ス
す
 
 

■
－
・
 
 

］
小
企
業
は
穫
用
意
放
か
 
 

、
 

少
卜
吐
い
二
と
も
あ
り
独
力
 
 

で
は
ワ
ー
ク
二
？
イ
ブ
・
ヾ
 
 

ラ
ン
ス
の
軍
人
に
向
け
た
社
 
 

れ
体
制
の
昼
申
し
な
ど
が
邦
 
 

し
い
而
が
あ
る
■
ノ
品
川
貢
豆
 
 

従
業
員
か
ゆ
と
り
を
持
っ
て
 
 

型
三
義
軍
責
苦
、
中
小
 
 

蛮
八
の
人
H
確
保
を
側
室
八
た
。
 
 

接
す
る
。
 
 
 

コ
ン
サ
ル
ニ
ノ
ィ
／
ク
の
串
 
 

側
を
笑
め
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
 
 

イ
フ
∵
‥
ラ
ン
ス
導
入
に
向
 
 

り
た
マ
ニ
コ
ア
ル
を
作
成
す
 
 

る
〔
て
ニ
ュ
ア
ル
を
某
に
、
 
 

コ
＼
ノ
サ
ル
テ
ィ
．
ノ
グ
の
担
い
 
 

手
育
成
に
も
添
わ
痛
苦
萎
え
 
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
ほ
現
在
、
 
 

東
京
都
内
を
中
心
に
、
急
に
 
 

病
気
に
な
っ
た
子
供
を
仕
事
 
 

菱
休
め
な
い
親
に
代
わ
っ
て
 
 

預
か
り
病
児
俣
背
サ
ー
ビ
ス
 
 

を
中
心
に
、
仕
事
と
子
育
て
 
 

の
両
立
を
支
援
す
る
事
業
に
 
 

取
り
組
ん
で
い
る
（
一
 
 

2007年07月18日日本経済新聞朝刊「コンサル事業に参臭  
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フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
江
戸
 
 

川
、
港
、
杉
並
な
ど
都
内
十
 
 

三
区
で
派
適
塾
の
病
児
保
育
 
 

企
業
の
寄
付
原
資
、
来
月
か
ら
 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
N
P
O
 
 

法
人
）
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
（
東
京
・
 
 

中
央
、
駒
崎
弘
樹
代
表
理
事
）
は
七
 
 

月
か
ら
、
東
京
都
内
で
ひ
と
り
親
の
 
 

家
庭
を
対
象
に
し
た
低
料
金
の
病
児
 
 

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
企
業
の
 
 

寄
付
を
原
資
に
通
常
は
五
千
－
二
万
 
 

円
の
月
会
衆
を
千
五
十
円
に
す
る
。
 
 

ま
ず
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
証
 
 

券
の
寄
付
を
も
と
に
定
員
二
十
人
を
 
 

四
日
か
ら
募
集
す
る
。
順
次
、
協
力
 
 

企
業
を
増
や
し
て
い
く
。
 
 

病
気
の
 
 

サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け
る
。
子
 
 

供
が
熱
を
出
し
た
り
し
た
場
 
 

合
、
前
日
ま
で
に
電
子
メ
ー
 
 

働くひとり親支  

面蔽「「  ひとり綿家庭の  ル
を
入
れ
る
か
、
当
日
の
朝
 
 

に
電
話
で
依
根
す
る
と
、
利
 
 

用
者
の
自
宅
や
ス
タ
ッ
フ
の
 
 

面
内
N
P
O
 
ト
 
 
 
1
 
■
 
 
 
－
 
 

「
■
－
－
、
．
、
．
、
 
∴
 
 

匝 「：‘－‥′  

育
低
額
で
 
 

80  

；…＿＿－「：－－・；－－－「  

：■・ごー二∴∴二ニー－・・∴  
‥            95  2000  05  

偶努調査。子供のいる識別、死乱売拾家庭の合計ユ  
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フ  

ロ  

l  

レ  

ン  

ス  

家
で
面
倒
を
み
る
（
‥
ス
タ
ッ
 
 

フ
は
頂
か
っ
た
子
供
を
、
会
 
 

員
ご
と
に
決
め
て
お
い
た
か
 
 

か
り
つ
け
医
に
み
せ
る
。
 
 
 

通
常
は
そ
れ
ま
で
の
利
用
 
 

回
数
や
細
か
な
メ
ニ
ュ
ー
選
 
 

択
に
よ
っ
て
月
会
堂
が
変
わ
 
 

る
。
新
サ
ー
ビ
ス
は
所
得
が
 
 

少
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
が
利
 
 

用
し
や
す
い
よ
う
定
額
に
す
 
 

る
。
期
間
は
二
年
ま
で
。
子
 
 

供
を
頂
け
る
際
の
費
用
は
共
 
 

通
で
、
毎
月
の
初
回
が
無
料
 
 

と
な
り
、
二
回
目
以
降
は
一
 
 

時
間
あ
た
り
干
五
十
円
か
か
 
 

る
。
 
 
 

ひ
と
り
親
家
庭
向
け
の
病
 
 

児
保
育
は
寄
付
を
受
け
た
企
 
 

．
．
．
．
．
．
 

…
 
 

業
ご
と
に
定
員
、
期
間
毒
定
 
 

め
る
。
今
後
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
 
 

ン
・
サ
ッ
ク
ス
証
券
以
外
か
 
 

ら
も
寄
付
を
募
り
、
新
た
な
 
 

サ
ー
ビ
ス
砕
を
設
け
る
。
枠
 
 

ご
と
に
企
業
名
を
冠
し
て
利
 
 

用
者
を
お
る
。
 
 
 

子
供
が
病
気
に
な
っ
た
場
 
 

合
の
保
育
は
働
く
親
に
と
っ
 
 

て
大
き
な
問
題
。
一
般
の
保
 
 

育
施
設
に
は
預
け
ら
れ
な
い
 
 

た
め
、
急
に
休
む
可
能
性
が
 
 

あ
る
人
材
の
雇
用
を
敬
遠
す
 
 

る
企
業
が
少
な
く
な
い
。
ひ
 
 

と
り
親
家
庭
に
と
っ
て
は
特
 
 

に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

ひ
と
り
親
家
庭
の
赦
は
離
 
 

婚
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
膨
 
 

ら
ん
で
い
る
。
国
勢
調
査
に
 
 

よ
る
と
二
〇
〇
五
年
は
全
国
 
 

ぺ
た
母
子
世
帯
の
年
間
収
入
…
 
 

は
〇
五
年
で
平
均
二
百
十
貴
 
 

方
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
 

で
八
十
四
万
世
帯
と
、
二
〇
 
 

〇
〇
年
調
査
章
一
割
近
く
上
 
 

回
っ
た
。
厚
生
労
働
答
が
鞠
 
 

2008年06月04日 日本経済新聞朝刊「働く「人親支援病気の子保育低額で  
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r
社
会
を
変
え
る
L
を
 
 

仕
事
に
す
る
 
 

－
社
会
起
業
家
と
い
う
生
き
方
 
 

r自分たちの街を変える」それが「世の中を変える」ことにつながった！生田書店にて、絶賛発売中！！  

たくさんの声が寄せられています！  

●この本は小さくて大きな一歩を踏み出すきっかけにな  
りそうです。（山下書店渋谷南口店 千本松様）   

●私にも何かできるかもしれない。意識を変えさせられ  
る1冊。（紀伊園屋書店新宿南口店 池田様）   

●正直、読んでみて驚きました。勉強になりました。単   
なる社会起業家の成功ストーリーに留まらす、事業を   
立ち上げるため、成功させるためのヒントが盛り沢山  
でした。問題の発見、解決方法の発見、リサーチ、テ  
スト、導入といったように、しっかりと事業を立ち上  
げるために必要なことをやっている。考え抜いた上で   
の事業であることがよくわかりました。面白かったで   
す。（ユナイテッドピープル株式会社代表取締役 関   
根健二様［イーココロl運営者】）  

【社会起業家ブログIも是非こ王ください。  

事業によって社会問題を解決するl社会起業家」。彼らはどんな毎日を過こしている  

のか？ 個性あふれる社会良薬家たちの、リアルな年目をお届りしています。  

著者：駒崎弘樹   

●NPO法人フローレンス代表理事。1979年東京都江東   
区生まれの28歳。  

●学生時代は、ITベンチャー経営者として様々な技術を   
事業化、ビジネスマンとして成功を経験。卒業後、ベ   
ビーシッターの母親から子供の熟で仕事を休んで解雇   
されたお客の話を聞き、保育業界最大の難問「病児保   

育問題」を知る。  

●「地域の力によって病児保育問題を解決し、育児と仕   
事を両立するのが当然の社会をつくれないか」と考え   
汀ベンチャーを譲渡・退社。「フローレンス・プロジ   

ェクト」を開始。04年内閣府のNPO認証を取得、代表   
理事に。05年4月から江東区・中央区にて全国初の r   
保険的病児保育サポートシステム」であるーフローレ   
ンスパックj をスタート。  

●現在は、働く家庭のサポート事業を拡大する傍ら、講   
演、メディア出演、行政との連携など、病児保育や働   
き方に対する社会の認知を高めることに努めている。  

▲】一＿】＿．＿＿Ⅶ【∽  J ノ uRL：http：／／www．氾⊂jalYentUre．jp／  

誰かの夢を心理すると、H分の夢が前進する。  

英治出版株式会社悪習三諾深㌫鵠ミ浣乙許は  

フローレンス代表理事駒崎拙著「社会を変える」を仕事にする  

肋（什j（う   病児保育は子育て家庭の新しいライフラインです http：／／f］orence．orjp  

・－  ・－†   



会社人間が社会を滅ぼす一   

仕事に人生を捧げる時代は過ぎ去った。  
「働き方」の枠組みを変えて、少ない時間で  
大きな成果を出し、家庭や地域社会にも  
貢献する、新しいタイプの日本人像を示す。  

＜駒崎からのメッセージ＞   

○仕事をしながらも、自分の家族や社会に貢献したい方  
●こどもの寝顔だけでなく、笑顔が見れる時間に帰りたい方  
○政治家や官僚は信頼ならないが、  
かといって自分が世の中を変えられるとは思っていない方   

こうした方々に向けて、私達一人一人が社会を変える方法を  
本書は提示します。そんなことできるのか？って。簡単です。  
私達が「働き方を変える」だけで良いのです。  
私達の働き方の変革と、社会の変革がどう繋がっているのか？  
その筈えが本書にはあります。  

CH隠舶鱗計1N射0   
温く、一亡－，1二・ト「ムふ仁rdl：」憎－・皐・㌧ブ？リシ登¶Jぺ■こユJi・チー・▲仁‥汀  

疇左∴・－＿∴ト」，．ヒl豪帆二だ′心ノ・ニ穐リilニ・Ll・t、ニー・t∴ま一∴とこポ  
｛∴L・丁．・も糟！ヰ1∴′一．1t，二㌧モ」口・∵L∵て長‥」でて∵ト∵ノト■  

この本を読み、日本を変える一歩を共に踏み出しましょう  

「働き方革命」という一歩を。  

れ二重餌差   
T Hl  

働き方革命 －あなたが今日から日本を変える方法  

艶崎弘麹 
全国書店にて絶賛発売中！l  

・シリーズ：互く豊艶董  

・定価：735円（税込）  

刊行日：2009／05／07  

・判型：新書判  

ページ数：208  

フローレンスを応援したい！社会起業家駒崎の講演情報や  

フローレンス主催の働き方革命のワーウシヨッブのご案内、   
働き方革命の豆知識をお知りになりたい方は是非！！  

下記、URLよりメールマガジン  
フローレンス☆速報に、ご登録くださいませ。  

お待ちしております。  
http：／／www．florence．orjp／mm／  

フローレンス代表理事駒崎拙著働き方革命－あなたが今日から日本を変える方法  

病児保育は子育て家庭の新しいライフラインです http＝／／fIorence・Orjp   



靴 L撃」岳】  

病児保育事業の現状と課題  

平成21年9月30日 全国病児保育協議会  

全国病児保育協議会について  

● 病児保育事業の健全な発展、向上を期するため、全国的な連携を行うとともに、事業に  

関する協議・調査研究・広報ならびに事業従事者の研頒等をはかることを目的とする。  

● 平成3年 厚生省「小児有病児ケアに関する研究班」の調査研究を行う受け皿として結成  

された。（14施設）  

● 平成21年5月現在 施設会員数423、個人会員数43。  

● 事業内容  

1．病児保育研究大会および総会の開催。毎年全国で持ち回り開催を行う。  

第19回（平成21年）千葉市で開催、第20回（平成22年）大会は東京都を予定。  

2．地方支部総会およびブロックでの研修会および施設交流会の開催。  

3．「必携・新病児保育マニュアル」、協議会ニュース（年4回）の発行。  

4．病児保育事業に関する各種情報の提供。  

5．研修会参加者への認定証の発行  

6．子育て支援活動全般への参加と協力（健やか親子21など）  

他  

病児保育の理念   

少子高齢社会の現代日本において、  

1）子育てで親が最も困難を感じるのは子どもが病気の時である。  

2）子どもが病気をすると、親は非常に不安におちいり、社会で親を支える必要がある。  

3）親とともに看病する具体的な対処方法を手助けしながら、保育の適否や保育形態の選択につ  

いて、子どもの利益を最善にする方法を講じるシステムが必要である。  

4）病児保育とは、単に子どもが病気のときに、保護者に代わって子どもの世話をすることを意味  

しているわけではない。子どもは、健康なときはもとより病気のときであっても、あるいは病気の  

ときにはより一層、身体的にも精神的にも、子どもにとって最も重要な発達のニーズを満たさ  

れるべくケアされなければならない。  

5）病児保育事業は、子どもの立場を代弁する専門家集団（保育士、看護師、医師、栄養士等）  

が、子どもの健康と幸福を守るためにあらゆる世話を行う、子育てのセーフティネットとしての  

役割を担う。   



病児・病後児保育事業の歴史的変遷   

病気の回復期等に乳幼児を一時的に預かるという取組は、我が国では昭和40年代の前半  

に誕生し、地域の小児科医院や乳児院を中心に整備されてきた。少子化が進行するとともに、  

子育てと就労の両立支援の一環として、エンゼルプランの中で国の事業として制度化された。  

平成7年度から実施され、平成8年に「乳幼児健康支援一時預かり事業」となった。  

● 新エンゼルプラン（平成11年12月）  

平成12年度より実施施設を保育所にも拡大され、平成16年度までに500市町村で実  
施するとされたが、平成16年度実績では全国496か所にとどまった。  

● 子ども・子育て応援プラン（平成16年12月）  

少子化社会対策大綱に基づく重点施策の具体的実施計画として、平成21年度までに   

1，500か所実施を目標とされた。次世代育成支援対策推進法に規定する市町村行動計   

画に定められ、子育て支援特定事業の一つとして補助されるソフト交付金となる。平成17  

年度実績は598か所。  

● 保育園における自園型の開始（平成19年4月）  

事業実施保育所に通所しており、保育中に微熱を出すなど体調不良となった児童に、   

保護者が迎えに来るまでの間、保育所で緊急的な対応を行う。看護師を1名配置。  

● 病児・病後児保育事業の再編（平成20年4月）  

厚労省の主管が母子保健課から保育課に移り、施設形態でなく子どもの状態に応じた  

対応となり、「病児対応型」、「病後児対応型」、「体調不良児対応型」（自園型）に分けら   

れた。ソフト交付金から児童育成事業補助金となる。派遣型は中止。病児対応型＠848万  

円（定員4名以上）、病後児対応型＠679万円（定員4名以上）、体調不良児対応型 ＠  

441万円（定員定めず）、定員4名では看護師1名、保育士2名として配置（但し、勤務形   

態は明確には規定せず）。平成20年度実績1，164か所（病児対応322、病後児対応523、  

体調不良児319）。  

● 実施要綱の改正（平成21年4月）  

定員の概念をなくし、職員配置基準を変更、利用実績に応じた補助金制度となる。利用   

料は、事業費の2分の1相当の額が適当であるとされ、低所得者（生保世帯、市町村民税  

非課税世帯）に対しては、減免ができるよう国庫補助する。1か所あたり50人以上～200  

人単位で利用数に応じた実績払い。例）病児対応（400～800人 700万円）  

平成21年度改正案の見直し案として、定額（基本150万円）＋実績払いを考慮。   



図1．  

病児保青書tの正史と施放散の推移   

平虞l T  8  0 10 11 1ヱ 13  日 18  Ⅷ lT 18  柑  皿  21 年虞  

a抑5  加丁 2∝栂 2∝ゆ  

図2．病児保育事業実施数と協議会加盟割合（形態別）  
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病児保育事業の現状  

1．平成20年度病児・病後児保育事業実施状況（図3）  

（国庫補助ベース、体調不良児型を除く）  

2．全国の病児保育施設の利用実績および運営状況について  

（全国病児保育協議会平成21年度実態調査中同報告より：対象数197施設）  

図4．規模別（定員別）調査施設数  

2、ユ名（小規模）  

4、5名（中規模）  

6～9名（大親機）  

10名以上（特大規模）  

† 
総数19丁 
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図5．平成20年度病児保育利用実績調査  

〆希㌢㌢㌢さ告告告告告餅  
年間利用実績（のべ人数）  

図6．病児保育実績の大きい事業所の全国分布と国庫補助（病児保育対応型）分布の関係  

（平成20年度）  

タ  
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図7．医師との連携の有無、隔離室の有無について  

～調査施設のほとんどは医療機関併設型である～  

医師との連携  隔離皇について  

図8．利用できる対象児別施設数   

全て（所在、園児に限らず）   

所在市外（近隣）の保育眉児も   

所在市内の全て（周児以外も）  

所在市内の保育園児のみ  

その他  

利用時間：  

午前8時～午後6暗が最多   

土曜日も開設：66％  

0  20 40 60 さ0 100120  

図9．給食の有無とその方法  

全ての給食を擾供している  
（アレルギー含む）  
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図10．徴収する利用料金／1日あたり  

1000円  

2000円未満■  

ZOOO円  

3000円未遍■   
3000円l  

3000円以上l  

O  50  100  1SO  

図11．利用予約キャンセル料および病児保育を対象とした保育保険への加入について  

病児保育事兼を対象とした保険  
キャンセル料について  

図12．補助金の金矧こついて（平成19およぴ20年度）   
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図13．運営収支の割合と赤字の場合の主たる原因  

運営収支  

赤字の主たる舶  

図14．年間赤字金銀について  赤字金額  

ー100万円   

－200万円   

～ユ00万円   

・－400万円  

ー500万円  

一郎0万円 ■■－－ 

～7仰万円 ■■■   －88。椚十  
800万円－■－■  
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図15．地域別および規模別赤字割合  
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3．地域における病児保育、病後児保育事業数と利用実績（大阪市の場合）  

（大阪市の場合：平成6年にモデル事業を開始、委託機関は乳児院、医療機関が主であったが、平成  

16年度から公立保育所を中心として実施施設数を増やし、平成20年度は25か所、利用実績8，279人  

となっている。人口262．8万、0～4歳10．6万人、4．1％）  

図16．大阪市における病児保育施設別利用数（平成20年度実績）  

1施設平均利用実績 病児保育：831／年、病後児保育：208／年  

病児保育施愚  
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4．病院併設型病児保育室の利用状況と稼働実態について  

（中野こども病院付設「きしやぼっぼ」大阪市の場合）  

図17．月間稼働状況と新規登録者の利用割合  

120 「・一－¶ － 一－一一一一▼－  

【定員4名】  

平成19年度  
新規登録者   ♂♂♂や♂附や♂♂  
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図19．1回あたりの利用日数  
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1日  2日  3日  4日  5日  6日以上  

図20．1日あたりの利用人数年間稼働日数295日（土曜日含む）  

図21．病児保育利用者の翌日予約と当日予約キャンセル率  
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病児保育事業の現状のまとめ  

1．平成20年度病児・病後児保育事業実施状況（国庫補助ベース）は、実施施設数1，164   

（病児対応型：322、病後児対応型：523、体調不良児対応型：319）で、実施市町村数は  

494である。  

2．全国病児保育協議会会員の病児保育施設の実態を調査した（197施設）、医療機関併  

設で定員4～5名の中規模施設が多かった。  

3．年間利用実績（のべ人数）は中央値538人、開設日280日であった。最小値12、最大値  

2，989人と大きな差を認めた。  

4．平成20年度国庫補助ベースで病児対応型事業所がない地域には、実績600人以上の  

利用実績を有する施設は存在しなかった。一方、実績1，000人以上の大規模事業所は、  

東北北海道以外の各地に存在し、都市部の人口過密地とは限らなかった。  

5．調査した92％が医師との連携があり、85％が隔離室を有していた。また60％以上で給食  

を提供していた。つまり、十分な受け入れ態勢を整えている施設においても定員からみ  

た年稼働率は約50％であった。  

6．利用料はほとんどが2，000円であった。キャンセル料については90％以上が徴収せず、  

一方病児保育事業を対象とした保険には80％以上が加入していた。  

7．ほとんどの施設は利用対象地域として周辺市町村の児童も受け入れるなど、センター的   

役割を行っていた。利用時間は午前8暗から午後6時と長く、土曜日に開設している所も  

多かった。  

8．補助金は年額600～800万円台が半数で、平成20年度には補助金の増額をみた所が  

多かった。  

9・年間収支は64％が赤字であり、赤字の主たる原因は人件費であった。赤字割合は、地  

方と都市部で差はなく、施設規模が大きくなるほど大きくなる傾向であった。  

10．大阪市では平成20年8，279人の利用があった（77人／0－4歳人口千人）が、病児対応  

型と病後児対応型では利用実績数に4倍以上の差を認めた。  

11．大阪市内にある病院併設型病児保育室における稼働実態では、季節変動および感染  

症の流行状況に影響を受けて増減し、日々の利用数は0の時から定員の倍近くまで受け  

入れていた暗もあった。新規登録者数は毎年約350名．あるが、年度内に利用するのは  

40％弱であり、登録するだけで安心という声が多かった。  

12．乳児から学童まで預かっているが、1～4歳の幼児の利用がほとんどであり、平均1．4日  

の利用日数であった。  

13．利用者の約半数は翌日の利用を予約したが、その1／3は当日に利用をキャンセルして  

いた。  
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病児保育事業の問題点と改善要望  

1．事業を行っている施設は医療機関併設、保育所併設、乳児院併設、独立型など多様な受け   

皿であり、その内容も病児対応、病後児対応、体調不良児対応と型が分かれている。そのた  

め、受け入れ態勢や医療と保育の機能が明瞭でなく、利用者や関係者への認知が進んでい  

ない。  

2．「保育所併設」病後児対応型の問題点  

＞ 受け入れる病状に制約が大きい（隔離疾患や急性期は不可など）。   

＞ 医療機関併設と異なり、医師（協力医療機関含む）との連携が不十分。  

＞ 必ずしも専属の常勤看護師を配置していないところもある。  

＞ その結果、利用実績が乏しい施設が多い。  

3．「医療機関併設」病児対応型の問題点   

＞ 人件費もまかなえず赤字経営を余儀なくされている。   

＞ 本事業が児童福祉法で福祉事業とされているにもかかわらず、医療機関は福祉施設と  

認められていない（税制面で不利）。   

＞ その結果、必要性が高くとも施設数が増えない。  

4．体調不良児型の問題点  

＞「自園型」は保育中に微熱を出すなど体調不良となった児童に、保護者が迎えに来るま  

での間、保育所で緊急的な対応を行うとして、看護師を1名酒己置が主な要件であった。   

＞ 改正により実施要件が、受託する園の保健管理の充実、子育て支援などを行うこと等へ  

選択肢が広がり、保育所における看護師配置率の向上を意図したものとなっている。   

＞ センター型病児保育（病児対応、病後児対応）とは切り離して施策をすすめるべきで、利  

用者のニーズに応える点で混乱が生じる。  

5．病児・病後児保育事業における問題点   

＞ 補助金額が少なく、多くの施設が赤字経営を強いられている。  

国庫補助基準が平成21年度から実績払いベースとなり、小規模施設では常勤職員の確保   

に支障をきたしている。年間利用数6do人以下では、実質前年から減額となり、特に200人未   

満では人件費も捻出できない。  

例）平成20年度病児対応型（4人定員）848万円定額→ 平成21年度400～600  

人未満700万円、200～400未満480万円、50～200未満200万円。平成21年度  

改正案150万円を基本額とした実績払い 400～600人未満150万＋575万＝725  

万円、200～400未満150万＋375万＝525万円、150万円＋158万＝308万円。  
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＞ 利用料を事業費単価の半額、つまり4，000～5，000円／日、これまでの利用料2，000円の  

倍額以上の値上げを前提としている。現在の一般保育料と雇用状況から見て、利用料の値上  

げは病児保育の利用抑制につながり、子育て支援としての理念の後退と病気の子どもの安全  

性確保に重大な懸念が生じる。  

＞ 平成20年度の改正では、病児対応型では約140万円が医師管理料として設定されてい  

たが、平成21年度の実績払いベースでは不明瞭となり、600人未満ではその専門性が無視さ  

れているのも同然である。病後児対応型では、医療機関との関係性がさらに疎遠になる。  

6．病児保育事業の展望と要望事項   

＞ 少子高齢、男女共同参画社会の進展におけるニーズを満たすには、地域を問わず病児  

保育対応型施設数の更なる増加が望まれる。当初予定の全国1．500か所は、病児対応型を  

コアとし、病後児対応型においては病児対応型や医療機関との連携を強めるシステムが必要  

である。さらに、事業の目的と使命に見合うよう質の確保（安心・安全）が保障されなければな  

らない。   

＞ 季節・流行状況による利用変動、隔離の必要性、早朝からの長時間対応、キャンセル率  

が高い等、本事業は運営を困英断こする諸要因を内在する。しかし、施設数が伸びない最大の  

理由は。赤字経営にある。補助金の増額および制度面での充実と社会的理解が望まれる。  

1）補助金は、基本部分は人件費を考慮し最低でも700万円以上が必要、さらに実績  

が大規模になるほど赤字額が増えるので実績に応じた加算を行い、医師報酬およ  

び設備費（維持、補修費を含む）、研修費、事務費を考慮した金額にすべきである。  

病児対応、病後児対応とも上記考え方が必要である。  

2）本事業は子育て家庭に対する国のセーフティネットであることを明確にし、利用料は  

これまで通り2，000円／日に抑制しておいてほしい。  

3）医療機関における税制面での不公平な取り扱いを改善していただきたい。保育所  

は、社会福祉法第2条第3号に定める社会福祉事業であり、消費税法第6条により  

社会福祉事業は非課税となっている。しかし、病児保育を行う医療機関では、児童  

福祉法第21条の9に定める子育て支援事業を行いながらも、社会福祉法に定める  

社会福祉事業ではないとの理由から、委託金・利用料に消費税が課税されている。  

4）本事業への評価と社会的な理解を進める仕組みを構築していただきたい。実施施  

設を医療の専門性を有した子育て支援センターとして位置づけること、その上で社  

会的な理解（行政の運営支援、企業の協力など）が得られる仕組みができることを願  

っている。  
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【参考】  

1・利用者・親からのメッセージ （千葉市に病児保育所をつくる親の会アンケートから）  

図20．就労形態別病児保育のニーズについて  
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2．病児保育事業所の経営シミュレーション  

＞ 4人定員の病児対応施設、利用料金2，000円／日とする。  

平成20年度補助金は848万円で設定されている。（平成21年度では700万円！）  

＞ 事業費概算  

午前8：00～18：00まで開園、年間290日開園として延べ開園時間は2，900時間  

利用率50％として利用者年間580人  

1．経費  

（D 人件費  

スタッフ労働時間は1週間40時間とする（年間1，920時間）  

看護師 常勤1名1．920時間 …・年額450万円  

非常勤が残り1，000時間を勤務（パート料金1時間1，800円とする）  

…・年額180万円  

保育士（全員パートとする）  

常時2名の保育士が勤務すると5，800時間（料金1時間1，000円として）  

…・ 年額580万円  

人件費総計12，100，000円  

② その他  

消耗品 300，000円  

光熱費 500，000円  

通信費 300，000円  

整備費 300，000円  

その他 300，000円  

計1，700，000円  

③ 総経費  

総計1，380万円  

2．収入  

補助金 845万円 ＋ 利用料116万円  計 961万円  

3．収支差額  

収入 961万円一 経費1，380万円 ＝ －419万円  

この赤字分を利用者に負担させると1人あたり9，200円の負担になる  

その他、保育室は4人定員で最低15坪程度は必要であり、都内で賃貸すると  

1か月20万円×12か月＝240万円の赤字が加算される。  

平成21年度の実績払いでは、さらに補助金が大きく減る設定である。  

－15－   



病児■病後児保育について   



★ 児童が発熱等の急な病気になった場合、働き方の見直し（子の看護のための休暇を取得しやすい職場の   
環境の整備など）を一層進め、保護者が子どもの看護のために休暇を取得できる環境を整備する必要がある。   

しかしながら、保護者が休暇を取得できないことも現実には多いことから、通常の保育所における対応、特別な   

病児・病後児保育サービスの充実について検討する必要がある。  

1．現行制度の概要  
○ 児童が発熱等の急な病気となり、集団保育が困難であって、保護者が家庭において看護できない場合の受   

け皿として、病院・保育所等において病気の児童を一時的に保育するほか、保育中に体調不良となった児童   

への緊急対応等を行うことで、安心して子育てができる環境を整備することを目的として、病児一病後児保育を   

実施している。  

（1）事業の類型  

○ 児童の症状に応じて、以下の3類型の病児・病後児保育（体調不良児対応を含む。）がある。  
《病児対応型》  

・当面症状の急変は認められないが、病気の回復期に至っていないことから、集団保育が困難である児童（病児）を、病院・保   
育所等の付設の専用スペースで、一時的に預かるもの。 

《病後児対応型〉  

・病気の回復期であり、かつ、集団保育が困難である児童（病後児）を、病院・保育所等の付設の専用スペースで、一時的に   
預かるもの。  

※ ある自治体における、利用可能な疾患の例  

・▼感冒、扁桃腺炎、気管支炎、下痢、中耳炎、とびひ、外傷、麻疹予後   
t おたふくかぜ、水痘、風疹、感染期を過ぎた結膜炎  

・その他担当医師が利用可能と判断した病気  

《体調不良児対応型》  

・普段通っている保育所において、保育中に微熱を出すなど体調不良となった児童（体調不良児）を、当該保育所内の医務   
室等で、一時的に預かるもの。  
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は）実施箇所数 ：1，164か所（平成20年度交付決定ベース）  

（※ 子ども・子育て応援プランでの目標数：1，500か所（平成21年度））  

利用の仕  

【病児対応型、病後児対応型】  
○児童をかかりつけ医に受診させた後、（医療機関以外の実施施設の場合は、保護者が病児等の症状、処方   
内容等を記載した連絡票（診察した医師が入院不要である旨を署名したもの）により、）病児等の状態を確認し   
た上で、受入れを決定する。  

○ 実施場所（平成20年度交付決定ベース）  

病児対応型  病後児対応型   

病 院   123か所   90か所   

診療所   168か所   67か所   

保育所   16か所   296か所   

単独実施   9か所   34か所   

その他   6か所   36か所   

合 計※   322か所   523か所   

※ 体調不良児対応型319か所を除く  

ヽ＿＿＿・＿＿＿．．コ．LT▼・＿   



※1  

※ その他、病児・病後児保育の詳細な事業概要については、参考資料2（PlO～P12）を参照。   





2．現状と課題  

0 200万人を超えるすべての保育所利用児童に利用可能性があるにもかかわらず、実施箇所数が1，164か   

所（平成20年度交付決定ベース）と非常に少ない（保育所利用児童約1，800人に1か所、1市町村当たり約   

0．6か所）。その一方で、現実には、病児・病後児保育は、子育て世帯が就労継続する上でニーズも高く、   

セーフティネットとして重要な役割を果たしており、実施箇所数の拡充は不可欠な課題。   

※ 現在市町村において策定作業を行っている（後期）市町村行動計画においても、それを定めるにあたって参酌すべき標準  

（参酌標準）について、病児・病後児保育についても、国から示しているところ。【参考資料5（P15）を参照】  

l  

：（参考1）病児・病後児保育に対するニーズ①  
l  

66．5％   利用割合※    利用意向日数（年間）  8．7日   ※ 通常保育を利用していて、病気等の理由で通常の保育が利用できなかった経験を持つ人の割合  

l  

l  

l  

1  

1  

1  

：（参考2）病児・病後児保育に対するニーズ②  

利用したい、足りていないと思う保育サービス（回答上位3位を抜粋）  

①  認可保育所   26．7％   

②  病児■病後児保育   26．1％   

③  幼稚園の預かり保育   18．0％   

l  （参考1、2の出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「新待機児童ゼロ作戦に基づくニーズ調査の分析等に関する調査研究事業＜調査結果＞（平成21年）」）■  
l  

※その他、保育所のサービス充実のニーズについて、参考資料3（P12）を参照。  
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○病児・病後児保育は、子どもが病気の場合に必要となるサービスの特性上、利用者数の変動が大きく、運営   
が安定し難いという特質があるため、安定的経営が困難であり、多くの施設が赤字となっていることが箇所数が   
伸びない一因としてあげられている。   

（参考3）実施箇所数の推移  

平成17年度   平成18年度  平成1∈）年度  平成20年度※   

病児対応型   197か所   259か所   
577か所  

322か所   

．病後児対応型  459か所   486か所   523か所   

体調不良児対応型  253か所   319か所   

合  計   577か所  656か所   998か所   1，164か所   

．‾「  

※ 平成20年度については、交付決定ベース  

○ 実施箇所数が少ない中で、NPOによる非施設型の取組等に一定程度の利用があり、受け皿の不足を補って   

いるものの、公的補助の対象となっていない（ファミリー・サポートセンター事業を除く。）。  

○ 病児・病後児の状態に応じた、通常の保育所、特別な病児・病後児保育サービスそれぞれの受け皿のあり   
方、地域の実情に応じたサービス基盤整備のあり方、量的拡大が進みやすいような費用保障のあり方、利用   
者へのサービス利用保障のあり方などについて、実情を踏まえた検討をさらに行っていく必要があるのではない   
か。   



＜参考資料＞   



＜参考資料1＞ 第一次報告における取りまとめ内容  
r‾‾ ‾ －‾‾ ‾‾ ‾ ‾ t■一‾‘‾‾■‾ ‾ ‾ ■■‾ ‾－‾‾‾■‾‾■ ‾‾■ ■‾■‾‾‾ ‾‘－‾‘■ ■‾■‘‾■－ ■‾ ■－ －‘‾■－ ● ‾■‾■ ‾‾■ ‾■ －－ ‾ ‾‾－■ 1  

1．これからの保育制度のあり方について  
（4）現行の保育制度の課題  

⑥ 多様な保育サービスについて  

現行制度においては、実施の要否を市町村の判断に委ねた上で、裁量的に補助を行う仕組みと  

なっているが、休日保育t夜間保育と同様に、十分な受け皿の整備が進んでおらず、200万人を超  

えるすべての保育所利用児童に利用可能性があるサービスであるにもかかわらず、実施箇所数が  

I  

l  

l  

l  

l  

l  

l  

l  

I  

l  

l  

l  

1  

1  

1  

1  

1  

t  

l  

l  

l  

l  

1  

1  

1  

1  

L＿  

著しく少ない。（認可保育所の利用児童約2700人に1箇所、1市町村当たり0．4箇所。）こうした中、i  呵  

NPOによる非施設型の取組等が、受け皿の不足を補っている現状がある。   

働き方の見直しにより、子の看護のために仕事を休むことが当たり前にできる社会を目指すべき  
一方で、現に欠勤することが困難な状況にある親もおり、病児・病後児保育は、仕事を続けながら子  
育てをする保護者にとって、いわばセーフティーネットとして重要な役割を果たしており、その実施箇  
所数の拡充は不可欠な課題となっている。また、保護者の抱える多様な状況への対応の視点も求  
められる。   

現行の補助制度を見ると、施設類型ごとの均一な単価設定となっており、施設の受入人数の規  
模や実績に応じた仕組みとはなっていない。一方で、病児・病後児保育は、子どもが病気の場合に  

必要となるというサービスの特性上、利用者数の変動が大きく、運営が安定し難い特質も持っている。   
こうした事業の特質を踏まえつつ、施設規模や事業実績をより評価する制度的な拡充方策が必  
要となっている。   
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l（5）今後の保育制度の姿一新たな保育の仕組み  
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⑩ 多様な保育サービス  

iv）病児・病後児保育   

○ 事業者参入に閲し、裁量性のない指定制を導入する。  

○ 実績を評価しつつ、安定的運営も配慮した給付設定を行う。  

※ 病児・病後児保育の検討に際しては、子どもの視点で検討を進めることが必要であり、働き方  
の見直しを同時に進めていく必要がある。  

※ 子どもの健康・安全が確保される水準の保障とともに、利用しやすい多様なサービスの量の拡  
充に向けた仕組みをさらに検討する。  
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＜参考資料2＞ 病児・病後児保育制度の概要  

Y」  
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（4）サービスの質の確保に関する仕組み  

○ 人員配置  

《病児対応型》《病後児対応型》  

看護師等：1名以上（利用児童おおむね10人につき）、  

保育士：1名以上（利用児童おおむね3人につき）  

《体調不良児対応型》 看護師等1名以上   

○ 実施場所  

《病児対応型》《病後児対応型》  

・病院・診療所、保育所等に付設された専用スペース又は専用施設であって、以下の基準を満たすもの   
①保育室及び児童の静養又は隔離の機能を持つ観察室又は安静室を有すること  

② 調理室を有すること。（ただし、本体施設と兼用可能）   

③事故防止及び衛生面に配慮されている児童の養育に適した場所であること。   
《体調不良児対応型》   

保育所の医務室、余裕スペース等で衛生面に配慮され、対象児童の安静が確保されている場所   

○ 医療機関との連携体制   

緊急時に児童の受入れを依頼する協力医療機関、日常の医療面での指導■助言を行う指導医をあらかじめ選定。  
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（5）貴用負担  

主体に対する支払い（※児童育成事業（児童手当法に基づく事業主拠出金による事業））  

《病児対応型、病後児対応型》   
① 基本分1か所当たり年額150万円   

②加算分（基本分に加え、年間延べ利用児童数により区分される次に定める額を加算）  

年間延べ利用児童数   病児対応型   病後児対応型   

10人以上50人未満   50万円   40万円   

50人以上200人未満   156万円   125万円   

200人以上400人未満   375万円   300万円   

400人以上600人未満   575万円   490万円  

1，600人以上1，800人未満   1，775万円   1，630万円   

1，800人以上2，000人未満   1，975万円   1，820万円   

2，000人以上   2，175万円   2，010万円   （1か所当たり年額）  

《体調不良児対応型》1か所当たり年額 441万円  

傑 
【事1′3】  

負担  

右記の割合で公費負担。（※予算の範囲内で補助する経費）   

○‡費用額   

《公費負担総額》 約95億円（H21年度予算ベース）   

※残余は利用者負担  

＜参考＞ 年間延べ利用児童数ごとの施設数（H20年度交付決定ベース、体調不良児対応型除く。）  
延べ利用   
児童数   未満一  49人  199人  399人  599人■  799人  999人  1199人  1399人  1599人  1799人  1999人  以上   

10人  10一－  50～   
200～  400～  600～  800一－  1000■－  1200～  1400一－  1600～  1800・－  2000人  合計  

施設数   19  129  221   179   129   72   30   27   8   14   6   5   6   845   

丁2   
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＜参考資料3＞ 保育所のサービス充実について  

○ 保育所を少子化対策にいっそう役立てていくために保育所のサービスをどのようにすることが望ましいと思うか。  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  

■‾     1k‾         l± 亡：：l  

延長保育の充実  

一時保育の充実  

休日保育の充実  

Sじて柔軟に行われる保育の充実  

と育所までの送迎サービスの実施  

夜間保育の充実  

0歳児保育の充実  

箸所と幼稚園の機能を一体化する  

子育て相談コーナーの設置・拡充  

今のままでよい  

よ 

バスなどによる保  

保育所内   

■H20調査  

1日16調査  

（出典：内閣府「少子化社会対策に関する子育て女性の意識調査（平成20年）」）  
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＜参考資料4＞ファミリーtサポート・センター事業及び緊急サポートネットワーク事業の再編について  

現 行  

緊急サポートネットワーク事業  

●●－●●■＝■●●● ●●  

廃止   

●●－●●●■●●●●●  

【委託事業】実施主体：国   

20年度予算績 541，576千円   

＜活動内容＞  

・病児・病後児の預かり及び送迎等  

病児一緊急預かり対応基盤整備事業  

l  

l【委託事業】実施主体：国   

21年度予算 383，600千円  

病児・病後児の預かり等を地域で円滑に実施する移行措  

置として、・地域のサービス提供者の育成、ニーズ把握及び  

病児・病後児の預かり及び送迎等に取り組む。  

ヽ※平成22年度までの時限措置   
、 －■－ －－ －■ －■－ － －－－ － －■ ■－ －－■ － －■■ ● ■■－■■ ■■←  
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＜参考資料5＞ 行動計画策定指針  

●行動計画策定指針（抄）  

（平成21年国家公安委員会、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省告示第1号）   

四 市町村行動計画を定めるに当たって参酌すべき標準  
1 参酌標準について   

（1）意義  

法第七条第二項第三号においては、市町村行動計画において、保育サービス、放課後児童健全育成事業その他   
主務省令で定める次世代育成支援対策に係る達成しようとする目標、内容及び実施時期を定めるに当たって参酌  
すべき標準（以下「参酌標準」という。）を定めるものとされている。  

参酌標準は、各市町村において、女性の就業率上昇に伴う保育サービス等の潜在需要を把握しつつ、中長期的  
に達成されるべきサービス整備水準を勘案した上で、後期計画の目標事業量を適切に見込むために提示するもの  
である。   

（2）性質  

ニーズ調査等により把握した各事業の需要に基づき、次の2から10までに示す方法により、新待機児童ゼロ  
作戦（平成二十年二月二十七日厚生労働省策定）の目標年次である平成二十九年度に達成されるべき目標事業量（以  

下「平成二十九年度目標事業量」という。）を設定した上で、後期計画期間の目標事業量については、当該平成二  
十九年度目標事業量の達成を念頭に、現状のサービス基盤を踏まえつつ定めること。  
また、2の平日昼間の保育サービス及び6の放課後児童健全育成事業に関しては、平成二十二年度が新待機児  
童ゼロ作戦の集中重点期間の最終年度であることを踏まえて、目標事業量を定めること。   
2 平日昼間の保育サービス （略）   

3 －4 （略）   

5 鰍病後児保育  
湖ビスの平成二十九年度目標事業量（定員数）を病状巨病後児保育の利用可能性がある者  
七捉えた上で、ニーズ調査等により把握した病児灘ビスの利尉  
希望を勘案して、平成二十九年度目標事業量を設定するこL  
後期計画期間の目標事業量については、閲ビス基盤の状況も跨  
まえながら定めるこL   

6～10 （略）  
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